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9. 研究実績の概要

1.関連史料の所蔵状況に関する調査及び収集・・・研究代表者と分担者それぞれの個別の史料調査以外に、戦時上海の文化・文学活動
を研究している、関西の中日文化協会研究会との合同史料調査を、本年も行った（2014年９月上旬。長春・ハルビン・満洲里・大連）
。その結果、史料の所蔵状況を具体的に把握することができた。

２．研究会・ワークショップの開催・共催・・・2014年６月14日、10月11日、また、８月９日には東京で、ワークショップ「占領地・
植民地における＜グレーゾーン＞を考える―国際比較の視点から―」を主催し、2015年１月11日には中日文化協会研究会主催のワーク
ショップ「戦時上海の文学空間を考える -〈中日文化協会〉を起点として-」に参加した。

３．ホームページの構築・運営・・・国内外で調査・収集した史料をホームページに掲載することをめざして、ホームページの構築作
業を終え、現在はその運営を開始している。
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上海 メディア 日中戦争
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（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。




